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This　paper　describes　results 　ofthe 　questiomaires　on 　clothing 　ensembles 　interviewed　to　walkers 　on 　the　open −space 　in　the
central　area 　ofFukuoka ．　The　question面 les　wele 　conductcd 　in　January

，
　March

，
　May

，
　JUIy

，
　September　and 　Novembc エ The

tOtal　number 　of 　respondentS 　is　1　184．1the曲 e 　ofclothing 　insulation　in　male 　is　larger　than血 female．τhe　v 詛ue 　ofclo 面 ng

insulation　i皿 01der 　people　is　larger　than　in　younger 　people．　Also 止e　equation 　to　pred三ct　the　ciothing 　insulation　in　outdoor
environment 　was 　obtained 　separately 　for　male 　and 　female　from 　the　regression 　analysis 　of 　the　questionnaires．1［he　equation

needs 　two 　variables 　to　calculate 　the　valuc 　ofclo 舳 lg　insulation，　and 　these　are　the　mean 　air　ternperature　of 血 e　day　and 　age ，
The　predicted　values 　by　the　equation 　were 　compared 　with 　other 　surveys 　on 　clothing 　insUlation．

1 ．1　
“
　 こ

　室 内で は、空調機器に よ り気温 ・湿度等を調節する

こ とで 快適な温熱環境を比較的容易に創造で きるの に

対 し、屋外で は こ の よ うな制御は 難 し く、着衣の 調節

が最も手軽で 日常的な温熱的快適性の 調整手段とな っ

て い る。し たが っ て 、人 々 の 日常的 な着衣状態 の 現状

を把握す る こ とは 、屋外に お ける温熱的 决適性 を考 え

る 上 で も重要 とな る 。

　本報で は、福岡市にお い て屋 外歩行者を対象に行 っ

た着衣に関する ア ン ケー ト調査 の 結果 、及 びそれ を用

い て構 築した着衣 量推定式に つ い て報告す る。

−2．de2iil
　屋外歩行者 を対象 と し た ア ン ケ

ー
ト調査を福岡市中

心部の 天神中央公園 にて 1999年 の 1年間、約 2ヶ 月お

きに 行 っ た （表 1）。調査は平 日の 、原則 と し て 正午 よ

り後に行 っ た。雨天時には行 っ て い ない 。以下で は各

調査 を表 1内 の 調査名称で 呼ぶ こ と とする。着衣 の 形

態・丈の長 さ・生地の厚 さ等 をヒ ア リン グ形式 で 質問

し、原則 と し て 調査員が ア ン ケー ト用紙に記入 し た。

一｛LilSlde
3．1 環境条件に つ い て

　福岡管区気象台で 測定 され た 1999年の 日平均気温、

及 び 日平均気温 の 平年値 （1961〜 1990年）を図 1に 示

す。図中縦線は調査 日 を示す。1月調査 は最 も寒 い 時

期に、7月 ・9 月調査 が最 も暑い 時期 にあた っ て い る 。

3．2 回答者に つ い て

　調査 日毎に男性 と女性 の 人数 を同数 （各 25 人）得 る

こ とを 目標 とし、ほ ぼ達成で きた （表 1）。年間の有効

回答者数は男性 584人 、女性 600人 の 計 1184人で ある 。

　各月調査にお ける年齢別回答者数の 割合を図2に示

す。年間を通 じ て 、10代・20代 の 回答者 の 占める割合

が、他の年齢層に 比 べ て 高 い 傾 向 が あ る。
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図 3 各月調査 における職 業別回答者数の割合

　各月 調査にお ける職業別 回答者数の割合を図3に 示

す。年間を通 して 会社員・学生 の 回答が多い が、調査

を重ね るご とに学生の割合は減少 し、会社員・公務員

の 割合が増加す る傾向にある。

3．3 着衣量に つ い て

　ア ン ケー トに よ り得られ た着衣 に 関す るデー
タを も

とに 、文献 1＞を参照 して 着衣量 を算出 した。

1）気温 お よび性別に よる違い

　各月調査 にお ける着衣量 の 平 均値 ・標準偏差を図 4

に 示す 。 気温 （図 1）と の 対応を見 る と、気温 が高い 時

期 ほ ど着衣量は小 さい 。また、男女別に 見る と、どの

月調査 にお い て も男性は女性 よ りも着衣量 が大 き い
。

なお 、気温 の 高い 時期ほ ど男女の 差は大 き くな っ た。

　各月調査にお ける着衣 の 着用枚数につ い て 図5に示

す。男女 ともに 気温 の 高い 時期ほ ど着用枚数が少 な く

なる傾向が見 られ る 。 また 、年 間を通 して 、 男性 の 方

が女性 よりも着用枚数が多い
。 こ れ らは上述 の 着衣量

にお ける傾向と対応 して お り、着衣に よる温熱 的快適

性 の 調整 方法 の ひ とつ として 、着用枚数による調整が

あ る こ とが分かる 。

2 ）年齢によ る違 い

　各月調査にお ける着衣量の年齢別 平均値を男女別に

図 641　・図 7’1
に示す。男女 と もに 、全 て の 月調査 で 年

齢が高 くなるほ ど着衣量が 大きくなる傾向が見 られ

る。ま た 、男性 （図 6）で は 、気 温 の高 い 時期 の 方 が年

齢 に よる着衣量の 差が大きい 傾 向が み られ る の に対

し、女性 （図 7）で は男性 とは逆 に 、 気 温 の 低 い 時期 の

方が年齢による着衣量の 差が大き くなる傾 向にある。

3 ）職 業に よる違い

　 各月調査 に お ける着衣量 の職業別 平均 値につ い て 、

男性 の会社員 ・公務員 と学生 を例に 図8 に示す 。 年間

を通 じて 会社員 ・公務員 の 方が学生 よ り着衣量が大き

い
。 また 、

こ の 差 は気温 の 高 い 時期 ほ ど大き くなる。

今回 の 調 査で は会社員・公 務員の 平均年齢は 43．4歳、

学生は 20．4歳で あ り、職業を年齢に 置き換 えて 考 え

る と、こ れ らは上 記 2 ） の 検討結果 と似た傾向 にな

る 。 なお、女性 に つ い て も同様の傾 向がみ られ た。
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図 4 各月調査 に おける着衣 量の 平均値 ・標準偏差
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図 5 各月調査 における着衣の着用枚数 （下着等を除 く）
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図 6 各月調査における着衣量の年齢別平均値 （男性）
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図 7 各月調査に おける着衣量の 年齢別平均値 （女性）
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図 8 各月調 査 に おける着衣量 の 職 業別平均値 （男性）
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　前節にお ける ア ン ケー トの 調査結果に 基づ き、屋外

の 日中に お ける着衣量推定式 の 構築を行 う。

4．1 推定式構 築の 方針
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た め、男女別に着衣量推定式を構築する （条件  ）．

2 ）気温に つ い て

　前節で 示 した よ うに、着衣量は気温 の低い 時期 に大

きい
。 図 9に福岡管区気象台で観測 された 日平均気温

と各 調査 日 の 平均着衣量 との 関係 に つ い て 示 す。男女

とも、 日平均気温 と着衣量 との 間に は相関係数 0．9以

上 の 高 い 負 の 相関が認め られ る。そ こ で 「着衣量は気

温 に対 し直線で 回帰で きる （条件  ）」 と し て 扱 う。

3 ）年齢に つ い て

　前節で示 したよ うに 、 着衣量 は年齢が高 くな るほ ど

大きくなる傾向が あ り、そ の 傾向 は季節に よ り異な

る。図 10に年齢 と着衣量 との 関係 の 例 を示す 。 図 ll

に 、日平均気温 と、各月調査にお け る年齢に対する着

衣量の 増加率 （＝図 10にお ける回帰直線 の 傾 き ：以 下、

着衣量増加 率 と い う）と の 関係 を示 す。男性 で は、気

温が高くなるほ ど着衣量増加率が大きくなる傾向が見

られ るの に対 し、逆に女性では気温 が高くなるほ ど小

さい 値とな っ て い る。特に 女性で は 、気温 と着衣量増

加率 との 間に 、相関係数 0．9以上 の 高い 負の 相関が認

め られた 。 そ こ で 「気温 が同 じで あれば着衣量は 年齢

に対 し直線で 回帰で き、そ の傾 き （着衣量増加 率）は

気温 に対 し直線で 回帰 で き る （条件   ）」と して 扱 う。

　以 上 1 ）〜 3 ） の 検討結果 よ り 、 着衣 量 Icloの推

定式は気温 ：Ta ［℃コと年齢 ：Age ［歳］を入力変数 とす る

式 （1＞とし （条件  ，   ）、男女別 に構 築す る こ ととす

る （条件  ）。
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　　 ＝ al ＊Ta ＋ a3 ＊Ta＊Age＋ a4＊dge＋ a2 … 式（1）

4．2 推定式 の 定量化

　Ta、　Age、Ta＊Ageの 3 つ を変数 と し、全 回答者 の デー

タを用 い た重 回帰分析 によ り式 （1）中 の 係 数 a1 〜 a4

を求める 。

　は じめに 、Ta と して扱 うデー
タに つ い て検討を行

う。Ta は使 い 勝手 の 面か ら気象台デー
タか ら得 られ

る値 と し、こ こ で は福 岡管区気象台に て 測定された自

平均 ・最低 ・最高気温 の 3 つ に っ い て 比 較を行 っ た。

Ta と し て 、当 日 ・前 日 ・2 日前 の そ れ ぞれ の 気 温 を用

い た ときに得 られ る重相 関係 数を比較 した と こ ろ 、 当

日の 日平均気温を用い た とき に、男女 とも高い 重相関

係数が得 られた。こ の こ とか らTa には 当日の 日平均

気 温 を用 い る こ とと し※2
、そ の と き の 重回帰分析 に よ

り得 られ る a1 〜a4 を予測式 の係数 と し て採用 し た 。

下記 の 式（2）（3）を、屋外 の 日 中におけ る着衣 量 の 推定
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図 9　日平均気温 と着衣量 との 関係
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図 10 年齢 と着衣量 との 関係の 例

6

30

●

6543210

SO

5
　

　　
4
　
　　
3
　

　　
2
　

　
　

1

（°−
9xV

甜
異
響

咽
幅

禦

0

●

R ＝ O．66
● ．

●

●
男惇

図 11

　 1．4

　 12

喜 1
看
懾 0 £
繋

　 0．6

R ＝−093

▲　　　一．
　　　　　　　　　　　　　　　▲．

女 性

5101520253051015202530

　 　 日 平均 気温 （℃ ）　　　　　　　　 日 平 均気 温 （℃ ）

日 平均気温 と着 衣量増加率 との 関係

　 0．4
　 　 5　　　　　 10 　　　　　 15　　　　　 20
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 日平 均 気温 （℃ ）

図 12推定式 （2）（3）に よる着衣 t の推定値

　 t．5　　　　　 　　　　　　　　 　　　　 1．5

6　1s

掣 0．5

嘔・
　
，
　o　・　　　． 男 （上か ら60，40．20歳 ）　　　　　　　　　　　　　一．一

女 （上か ら60．40，20歳）．
’・・．1

響’
　 膠・ o ■　　噛　　，　　　． 一・

．一一　　．．．．．．．

驢・一こ
嘔

…　　　匿　　　　，、　　　　　・　　　　　　一

・・噛　　，o　　　噂o　　　　　一
辱r　．　o　　　，一　　　　・．，．　　・　　璽 ，・、「r　　　・　　　　，’ 一一

丶 i”　　　　　璽

1

0．5

25 30

　 0　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 0

　 　 0　　　　　　0．5　　　　　　1　　　　　　1．5　　0　　　　　　0．5　　　　　　1　　　　　　1．5
　 　 　 　 　 実測 値 （cb ）　 　 　 　 　 　 　 実 測値（cb ）

図 13 着衣量の実測値 と推定値 との関係

式 と して 提 案する
※ 3

。 また 、式 （2），（3）に よる着衣量

の 推定値を図 12 に示す 。
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男性 ： lclo ＝ −3．04＊1ぴ2 ＊ Ta ＋ 1．　29

　　　＋ （＋1．02＊104 ＊ Ta ＋ 1．42＊10『3）＊Age ・・式 （2）

女性 ： Iclo＝ −2．54＊1tr2＊ Ta ＋ 1．12

　　　＋ （−1．02＊1舮 ＊ Ta ＋ 5．63＊1ぴ3）＊Age ・・式 （3）

4．3 推定式の 検証

1 ）実測値 との比較

　図 13に調査 日ご との 着衣量 の 実測値 と推定値 との

関係を示 す。推定値 の 算出 には式 （2）（3＞を用 い 、年齢

につ い ては各調査 日にお ける回答者 の 平均値を入力 し

た。標 準誤差は男性 ；0，066clo 、女性 ；0．057clo とな

り、実測値 と推定値 とがおお むね
一

致 した。

　図 14 に調 査 日ご と の 着衣量の 実測値 と推定値の 変

動を示す。推定値 と し て は 、図 13で 求め た 男女別 の

調査 日毎の 値を、各調 査 日 の 男女比 に応 じ て重み付け

平均 し た もの を用い た。年間を通 じて 、実測値 と推定

値の動きの傾向やその値が比 較的よ く対応 して い る。

2 ）他の調査例 との比較

　他 の 調査 例 との 比較 として 、 持 田 らによる屋外 の 着

衣 に関す るア ン ケ
ー

ト調査 （全国の 会社員 （20〜30歳）

にア ン ケ
ー

ト用紙 を郵送 し 、各季節にお ける屋外 で の

着衣に つ い て記入 を依頼す る方法で 行われ た
2））、お

よび南野 らに よる室内にお ける着衣量 の 調 査（東京の

専門学校生 （18 〜20 歳）を対 象 と し、専門学校 の 教室

にお い てそ の 時に着て い る着衣をア ンケー
ト用紙に記

入 させ る方法で 行われ た
3
りと、本論文で提案 し た推

定式 に よる推定値 との 比較をそれぞれ図 15※ 4 ・図 16
※ 5 に 示 す。調査方 法 ・着衣量 の算出方法 等の 違い に よ

り
一

概には比較で きな い が、春 ・夏・秋で は各調査 結果

と本研究に おける推定値 とがおおむね
一

致 した 。 これ

に対 し冬季では、各調査結果 と本研 究 にお ける推定値

との 差 が大 き く 、本研 究 の 推定値は持 田 らの 調査 結果

より小 さく、南野 らの 調査 結果 よ り大きい 。持 田 らの

調査では、朝家を出 るときの 服装 を多 くの 回答者が答

え て い る と考えられ、冬季は 日中に比 べ 朝 の 着衣量が

大 きい 可能性が ある。また、南野 らとの 比較で は、

コ
ー

トの 脱着な どによ り冬季には屋 外 と室内 の着衣量

に差 があ る こ とが考 え られ る 。

釶

　福岡市にお い て、日中にお け る屋外歩行者を対 象と

して行 っ た、着衣に 関する ア ン ケー ト調査結果に つ い

て 報告 した 。 また 、こ れ らの 調査結果をもとに、日中

の 屋外 に お け る着衣量推定式を構築 ・提 案 し た。今

後、推定式の信頼性や他 の 地域 へ の 適用 に つ い て 、さ

らに検討を進め て い く所存で あ る。
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図 14 着衣量 の 実測値 と推定値 の 推移
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図 15 持 田 らの調査結 果と本研究 の 推定値 との 比較
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図 16南野 らの 調査結 果と本研究の 推定値との 比 較
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※ 1 各分類 で デー
タ 数が 3人 分以上 の もの を使 用 した。

※ 2 過去 の 履歴 が 影響す る 可能性 も考慮 して 、当 日を含 む 過

去 n 日 間 （n＝1 〜5）の 日 平均気温 の 平均値 を Ta と して 用 い た

場合に 対 し て も検討を行っ た が 、男性で は n ＝2，3 で n
＝1 （当

日の み の 日平均気温 ）の 場 合 よ り重相 関係数 がわ ず か に大 き く

なる もの の 、女性 では n ＝1 での 重相 関 係数 が最 も高 か っ た 。

※ 3 式の 算出 に用 い たデータ が、5 ≦ Ta≦ 30、15≦ Age ≦ 70

程 度で あ っ た こ とか ら、こ の 範 囲 を適応 範囲 とす る。
※ 4 気 温 と して は 文献 2）で それ ぞ れ の 季節が 想 定 して い る 月

の 各 都 市 にお ける 平均 気 温 （平年 値 〉を入 力 し、年 齢 は 調査 対

象 の 20 〜30 歳 の 中間 を と り 25 歳 と して 算 出 した。持 田 らの

調 査結果 は単品着衣 量 の 累積 値 か ら求め た着 衣 量 を引用 した。
※ 5 気温 と して は調 査期 間 に東 京 管区気 象台 で 観 測 され た 日

平均気温 の 平均 値 を入 力 し、年 齢に つ い て は調 査 対象 の 大部 分

を 占め る IS　・一　2e歳 の 中間 を と り 19歳 と して算出 した 。
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